
4月18日（金）、「第1回 空港グランドハンドリング事業における 
適正取引等推進のためのガイドライン策定に向けたWG」において、 
航空連合 内藤会長が職場の実態を踏まえ、国のガイドライン策定に  
向けて航空連合の考えを強く発信しました。（航空連合資料）
当日は、（一社）空港グランドハンドリング協会（受託会社側）

からも取引構造や課題の説明がおこなわれ、それらを踏まえ、2025年
10月を目途に取りまとめに向けて議論が進められる予定です。
安全を支えるすべての働く人の労働条件の向上・職場環境の整備や

安定的・計画的に人材を確保できる産業構造の確立に向けて取り組み
を進めていきます。
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＜国のガイドライン策定に向けた航空連合の考え方＞
 航空会社との受委託構造の特徴を踏まえたものとする必要がある。
 外資系も含めて、航空会社が遵守する制度・仕組みとする必要がある。
 持続的な賃上げの実現に加えて、総合的な働く環境整備の視点を反映する必要がある。

適正取引推進のためのガイドライン策定に向けたWGの様子

https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk5_000177.html
https://www.mlit.go.jp/koku/content/001885098.pdf
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